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１．有形固定資産の明細

(単位：円)

区 分 資 産 の 種 類
期 首
帳 簿 価 額

当 期
増 加 額

当 期
減 少 額

当 期
償 却 額

期 末
帳 簿 価 額

減 価 償 却
累 計 額

償却累計率
（ ％ ）

建 物 89,697,099    -           -           6,801,538     82,895,561    193,706,691 70.0

構 築 物 2,622,246     -           -           201,339       2,420,907     7,569,543 75.8

工具、器具及び備品 87,366        -           -           43,667        43,699 4,403,373 99.0

計 92,406,711    -           -           7,046,544     85,360,167    205,679,607   70.7

有形固定資産





下井草駅整備株式会社

令和６年度

事業計画書・収支予算書



年　度 内　容

平成15年度 下井草駅整備株式会社設立

平成16年度
「下井草駅総合改善事業の設計調査に関する協定」により、調査設計費１，５００万円で西武鉄道
株式会社に委託し、設計を行なった。

平成17年度
「下井草駅総合改善事業の工事の施行に関する平成１７年度協定」により、工事費
６２，２１６，８００円で西武鉄道株式会社に委託し施工した。工事内容は、仮跨線橋を新設する
など仮設工事・基礎工事を中心に行った。

平成18年度
「下井草駅総合改善事業の工事の施行に関する平成１８年度協定」により、工事費
４０７，５３６，４００円で西武鉄道株式会社に委託し施工した。工事内容は、既設の跨線橋を
解体し、橋上駅舎の建築及びバリアフリー施設の新設を行い、平成１９年３月に完了した。

平成19年度
平成１９年３月の駅舎橋上化等整備事業の完了を受け、平成１９年３月末より西武鉄道株式会社に
賃貸を開始し、その利益を繰越損失金の補填に充てた。また、その資金で西武鉄道株式会社へ
預託金（１３，８９５，４３８円）を返還した。

平成20年度
引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産に繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１３，８９９，６２１円）を返還した。

平成21年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１２，９９４，２２１円）を返還した。

平成22年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１２，８１５，９５４円）を返還した。

平成23年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１２，６６８，３２３円）を返還し、当期純損失
は、純資産により補填した。

平成24年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１２，５４２，４９１円）を返還した。

平成25年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１２，４４０，５３３円）を返還した。

平成26年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１２，３５５，２２４円）を返還した。

平成27年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１２，１７９，０６３円）を返還した。

平成28年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１２，０７２，７９９円）を返還した。

平成29年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１２，０１９，３６８円）を返還した。

平成30年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１１，９７３，３４０円）を返還した。

令和元年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１１，８９５，６９４円）を返還した。

令和２年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１１，８２０，３２２円）を返還した。

令和３年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１１，７８４，７７１円）を返還した。

令和４年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（１１，２５６，３５２円）を返還した。

令和５年度
前年度に引き続き、西武鉄道株式会社に駅施設を賃貸し、その利益は純資産として繰り入れた。
また、その資金で西武鉄道株式会社へ預託金（７，０４６，５４４円）を返還した。

下井草駅整備株式会社は、西武新宿線下井草駅　駅まち一体改善事業のうち、鉄道駅総合改善事業と
して実施する駅舎橋上化整備の事業主体となることを目的として、杉並区と西武鉄道株式会社が資本金
１，０００万円を共同出資し、平成１６年３月２５日に設立した。

令和６年度　下井草駅整備株式会社　事業計画書

令和６年度　事業計画

駅舎施設等を西武鉄道株式会社に賃貸を行い、その利益等を純資産とする。また、その資金で
西武鉄道株式会社へ預託金を返還する。

経　過



○収支予算表

科目 金額（単位：千円）

11,860

 賃貸料（減価償却費相当額） 7,030

 賃貸料（管理費相当額） 4,830

11,776

 法人都民税 70

 人件費 1,203

 事務費 496

 公告費 68

 固定資産税 2,359

 減価償却費（預託金） 7,030

 その他 550

当期純利益 84

令和６年度　収支予算計画

収  入

支  出


